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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月16日(2011.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
従来の恒温恒湿器では、狭い空間で湿度分布を測定する際に、測定環境に湿度変化を与え
ないために、多数の湿度センサーを用いることができないので、湿度分布測定時は、湿球
あるいは湿度センサーを用いて恒温恒湿器の中央の１点だけを測定していた。この１点の
湿度と、複数配置された乾球温度計によって複数点測定した温度を元に計算して湿度分布
を求めている。


	header
	written-amendment

